
【小学校】
○手や体全体の感覚等を働かせたり経験を活かしながら,表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を工夫する（図画工作）
○身近にある物を使ったりなどして，遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，そのおもしろさに気づく（生活）
○ものづくりの活動を通して，自然の事物・現象の性質や働き，規則性についての実感を伴った理解を図る（理科）
○道徳の内容との関連を踏まえた情報モラルに関する指導（道徳） 等

【中学校】
◇技術分野の見方や考え方を踏まえ，生活や社会における技術に関わる問題を見出して課題を設定し，その解決を目指す実践的・体験的な学習活動を通して,
以下の資質・能力を育成する。
○生活や社会で利用されている技術についての基礎的・基本的な知識・技能を習得させ，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。
○生活や社会における問題を，技術を選択，管理・運用，改良，応用するなどして, 解決できる能力を育成する。
○よりよい生活や持続可能な社会を構築するために，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする態度を育成する。
●生活や社会における問題を見出し課題を設定した上で，解決方策が最適なものとなるよう設計・計画し，製作・制作・育成を行うとともに，解決結果・解
決過程を評価する学習活動を充実する。
◎技術の高度化とそれに伴うグローバル化や，産業構造の転換等の社会の変化に対応し，ものづくりや日本の伝統的な技術，技術革新及びそれを担う職業・
産業への関心，生産などの経済的主体等として求められる働くことの意義の理解や粘り強く物事を前に進める態度，情報活用能力，知的財産を創造・保護・
活用していこうとする態度，使用者の安全に配慮して設計・製作したりするなどの倫理観，安全な生活や社会づくりへの貢献等に関する学習を充実する。
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技術・家庭科（技術分野）における教育のイメージ（たたき台）
【高等学校】
（情報の共通必履修科目）
○情報や情報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な考え方等を育てる
①情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決するための方法と情報社会についての理解と、情報技術を適切に活用するための技能を養う
②問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う
③情報を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度を養う

（職業に関する各教科・科目）
○各職業分野に関する知識と技術を習得させるとともに，各職業の社会的意義や役割を理解させる。
○各職業分野に関する課題（求められる職業能力の高度化，持続可能な社会の構築，グローバル化・少子高齢化等への対応）を発見し，職業人としての倫理
観をもって，合理的かつ創造的に解決する能力を育成する。
○職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を育成する。

【幼児教育】（教育課程部会幼児教育部会において，本ワーキンググループでの議論を踏まえ，幼児期に育みたい資質・能力，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議）

○身近な事象に好奇心や探究心を持って思いを巡らしながら積極的に関わり、物の性質や仕組み等に気付いたり、予想したり、工夫したりなどして多様な関
わりを楽しむようになるとともに、友達と考えを思い合わせるなどして、新しい考えを生み出す喜びを感じながら、よりよいものにするようになる。
○自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、身近な事象に関心への関心が高まりつつ、自然への愛情や畏敬の念を持つようになる。

平成２８年４月１３日教育課程部会

家庭，技術・家庭ワーキンググループ

資料７－２

参考【中学校 技術・家庭科】
○技術・家庭科の見方や考え方を踏まえて，生活の中から問題を見出して課題を設定し，その解決を目指す実践的・体験的な学習活動を通して,以下の資質・
能力を育成する。
・生活に必要な基礎的・基本的な知識・技能を習得させ,生活と技術との関わりについて理解を深める。
・問題を見出して課題を設定し，その解決を目指して工夫し創造する能力を育成する。
・生活を充実向上するために進んで実践しようとする態度を育成する。
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小・中・高等学校を通じた情報教育と高校学校情報科の位置付けのイメージ 
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【高等学校】（各教科等） 
◎情報社会への主体的な参画に向けて、問題を発見・解決したり自らの考えを形成
したりする過程や、情報手段等についての知識と経験を、科学的な知として体系化
していくようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を高等学校教育の本質的な
学びを深める中で身に付ける 

【中学校】（各教科等） 
◎情報を効果的に活用して問題を発見・解決したり、自らの考えを形成したりする経
験や、その過程で情報手段を活用する経験を重ねつつ、抽象的な分析等も行える
ようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を中学校教育の本質的な学びを深め
る中で身に付ける 

【小学校】（各教科等） 
◎様々な問題の発見・解決の学習を経験しながら、そこに情報や情報手段が活用さ
れていることや、身近な生活と社会の情報化との関係等を学び、情報や情報手段
によさや課題があることに気付くとともに、情報手段の基本的な操作ができるように
するなど、発達段階に応じた資質・能力を小学校教育の本質的な学びを深める中
で身に付ける 

【幼稚園】 
 幼児教育において培われる基礎（言葉による伝え合い、豊かな感性と表現等） 
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（技術・家庭科「情報に関する技術」） 
計測・制御やコンテンツに関するプログラミングなど、
ディジタル情報の活用と情報技術を中心的に扱う 

個別の知
識・技能 
（何を知ってい
るか、何がで
きるか） 
 

・（思考や創造等に活用される基礎的な情報としての）教科等
の学習を通じて身に付ける知識等 

・情報を活用して問題を発見・解決したり考えを形成したりす
る過程や方法についての理解 

・問題の発見・解決等の過程において活用される情報手段（コ
ンピュータなど）の特性についての理解とその操作に関する
技能 
・アナログ情報とディジタル情報の違い（Webサイトと新聞や書

籍等により得られる情報の早さや確かさの違い）など、情報
の特性の理解 

・コンピュータの構成や情報セキュリティなど、情報手段の仕
組みの理解 

・社会の情報化と情報が社会生活の中で果たしている役割や
及ぼしている影響の理解 
・情報に関する法・制度やマナーの意義についての理解 

思考力・判
断力・表現
力等 
（知っているこ
と・できること
をどう使うか） 

・情報を活用して問題を発見・解決し新たな価値を創造したり、
自らの考えの形成や人間関係の形成等を行ったりする能力 

 －目的に応じて必要な情報を収集・選択したり、複数の情報
を基に判断したりする能力 

 －情報を活用して問題を発見し、解法を比較・選択し、他者
とも協働したりしながら解決のための計画を立てて実行し、
結果に基づき新たな問題を発見する等の能力 

 －相手の状況に応じて情報を的確に発信したり、発信者の
意図を理解したり、考えを伝え合い発展させたりする能力 

                                   など 

・問題の発見・解決や考えの形成等の過程において情報手段
を活用する能力 

学びに向か
う力、人間
性等 
（どのように社
会・世界と関
わりよりよい
人生を送る
か） 

 

・情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうと
する情意や態度等 

・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする情意や
態度等 

・情報モラルや方法に対する責任について考え行動しようとす
る情意や態度等 

・情報や情報技術を積極的かつ適切に活用して情報社会（情
報の果たす役割が一層重要になっていく社会）に主体的に
参画し、より望ましい社会を構築していこうとする情意や態
度等 

「情報科」 
◎情報や情報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的
な考え方等を育てる 
○ ①情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する

ための方法と情報社会についての理解と、情報技術を適切に
活用するための技能を養う 

  ②問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活
用する力を養う 

  ③情報を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画し、
その発展に寄与しようとする態度を養う 

高等学校卒業までに全ての生徒に育むべき情報に関わる資質・能力 
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◆教職に関する科目等改正 
 免許法施行規則第６条に 
「小学校英語指導法」  

 に関する項目を追加(29年度） 

 

◆「初任研」「10年研」「免許更新講習」などの研修等へコア･カリキュラムを活用 

活
用
促
進 

◆国立大学法人 第3期の「機能強化の方向性に応じた重点支援に係る評価」における指標の例として、 

 次期学習指導要領の新たな課題に対する地域のニーズを踏まえた教員養成について提示  

◆私学助成・・・地域の教委との連携の下、次期学習指導要領の改訂に向けた新たな課題に対応した教 
 員の養成・研修を一体的に行う大学への重点的な支援 

中教審  
教員養成部会審議 

法案審議 
◆教員育成 
 協議会の設置 

   健やかな体の育成に関する教育のイメージ（たたき台） 
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【高等学校】 

 生涯にわたる豊かなスポーツライフを継続する資質・能力を養うとともに、健康な社会づくりに参画する態度を育てる。 

○「する、みる、支える」などの多様なスポーツとの関わり方に関する指導を充実する。 
○体育で学習したことを実生活や実社会で生かし，運動の習慣化につなげる指導を充実する。 

○中学校からの接続を踏まえ、体力や技能の違いを超えてスポーツを楽しめるよう、男女共習やアダプテッド・スポーツの体験の

機会を充実する。 

○主体的に運動に取り組めるよう、協同的な学びや課題解決的な学びをさらに充実する。 
○健康課題や情報を批判的に捉え、課題解決を目指して論理的に考え、意志決定・行動選択する力を育てる。 

○自他の健康の保持増進や回復のための健康な社会づくりを目指して、健康的な環境づくりに参画する活動の充実。 

 

 

○ 
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【中学校】 
 生涯にわたって運動に親しむ資質・能力を養うとともに、健康の保持増進のための実践力を育成する。 

○小学校からの接続を踏まえ、競争や達成、課題解決、創造、協力などのスポーツを通した多様な楽しさを味わえるよう、全ての
領域の体験のさせ方を充実する。 
○体力や技能の違いを超えてスポーツを楽しめるよう、男女共習やアダプテッド・スポーツの体験の機会を充実する 
○３年次では、自主的に運動に取り組めるよう、協同的な学びや課題解決的な学びをより充実する。 
○健康課題を把握し、適切な情報を選択、活用し、課題解決のために自己判断や意志決定する力を育てる。 
○自他の健康の保持増進や回復のためにコミュニケーションを図ったり、主張したりする活動の充実。 
 
【小学校】 
 ○基礎的な身体能力や知識を身に付け、健康の保持増進と体力の向上を図り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 

○運動の楽しさや喜びを味わい、児童の運動への関心や意欲を高めるとともに、仲間と仲よく運動したり、運動の課題
を主体的に解決したりする力を養うなど、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる。 

○身近な健康課題に関心を持ち、健康を保持増進するための情報を活用し、課題解決するとともに、自己の健康に関
する取組を肯定的に捉える態度を育てる。 
 

【幼児教育】（教育課程部会幼児教育部会において、本部会での議論を踏まえ、幼児期に育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議） 

○体を動かす様々な活動に目標を持って立ち向かったり、困難につまずいても気持ちを切り替えて自分なりに乗り越えようとしたりして、根気強くやり抜くこと
で活動意欲を満足させ、自ら体を動かす。 

○適切な活動を選び、体を動かす気持ちよさや自ら体を動かそうとする意欲を持ち、いろいろな場面に応じて体の諸部位を十分に動かし進んで運動する。 

○健康な生活に関わる人々に接したり、社会の情報を取り入れたりなどして、自分の健康に対する関心を高め、体を大切にする活動を進んで行う気持ちを持
ち、健康な生活リズムを身に付ける。 

体育科・保健体育科 

【高等学校】 
○ 2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会を契機として、
運動やスポーツへの関心・意欲
等を高め、体育・健康に関する指
導や、体育で学習したことを実生
活や実社会で生かし，運動の習
慣化につなげることを充実する。 
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平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 
教 育 課 程 部 会 

体育・保健体育、健康、安全WG 
資料２ 
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生活科の見方や考え方（たたき台） 
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生 活 科  
 

 
 
 
 
 
 
 

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ５ 日 

生活・総合的な学習の時間WG 
資料２－１ （見方や考え方については、各ワーキンググループでそれぞれ検討中） 

 

理 科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教
科等 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜生活科の特質に応じて育まれる見方や考え方＞（案） 
 

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、 
比較、分類、関連づけ、工夫、試行、予測することなどを通して 
自分自身や自分の生活について考えること 

 

自然の事物・現象について
の見方や考え方 

 
自然の事物・現象について、 
主として量的・関係的、質
的・実体的、 
多様性と共通性、時間的・
空間的な視点で捉え、問
題解決の過程を通して考
えること 

 

社会的事象の見方や考え方 
 

位置や空間的な広がり、時期や
時間の経過、事象相互、立場相
互の関係に着目して社会的事象
を見出し、比較・分類したり総合し
たりして国民(人々の)生活と関連
づけること 

 
 

総合的な学習の時間 
 

探究的な見方・考え方 
 

 
実社会や実生活の中から問を見い
だし、よりよい課題解決に向けて、
各教科等の特質に応じて育まれる
見方や考え方を総合的に活用して、
複数の事象を捉えて考えたり、一つ
の事象を多様な角度から捉えて考
えたり、現実の文脈の中で物事を
捉えて考えたり、自分自身の生き方
と関連づけたりして捉えて考えたりし
ながら、物事の本質を探って見極
めようとすること 

「見方や考え方」の成長 



総合的な学習の時間の「見方や考え方」（イメージ・案） 

算数 
 事象を数理的に
捉え、論理的に考
え、統合的、発展
的に考察すること 

国語 
 言葉で表現した
り、理解したりす
ることを通して、
ものの見方や考え
方を広げたり、深
めたりすること、
また、表現したり
理解したりすると
きの言葉の働きや
仕組みを捉えるこ
と。 

 

生活 
身近な人々、社会
及び自然を自分と
の関わりで捉え、
比較、分類、関連
づけ、工夫、試行、
予測することなど
を通して自分自身
や自分の生活につ
いて考えること 

 

音楽 
 音楽に対する感
性を働かせて、音
楽を形づくってい
る要素とその働き
の視点で音楽を捉
え、音楽的な特徴
と、イメージや感
情、生活や社会、
文化等との関わり
について音楽活動
を通して考えるこ

と。 
  

図画工作 
 感性や想像力等
を働かせながら、
形や色などの造形
的な特徴を捉える
とともに自分のイ
メージをもつなど
して、自分や他者
との関わりや、生
活、社会等との関
係の中で、見たり
創造的に考えたり

すること。 
 

体育 
 運動やスポーツ
について、その意
義や特性に着目し
つつ楽しさや喜び
を見出し、公正、
協力、責任、参画、
健康･安全といった
視点を踏まえなが
ら「する・みる・
支える」等の豊か
な関わり方につい
て考察すること 

道徳 
 様々な事象を道
徳的諸価値との関
わりで多面的・多
角的に捉え、より
よい自己の生き方
や在り方について
考察すること 

特別活動 
 集団や社会の形
成者という視点か
ら様々な諸問題を
捉え、各教科等で
培った見方や考え
方を効果的に活用
して、よりよい学
級・学校生活や社
会及び自己の実現
に向けて考察し、
実践すること。 

※各教科等における「見方や考え方」は各ＷＧにおいて検討中。 

各教科等の特質に応じた見方や考え方を 
総合的な学習の時間で総合的・統合的に活用 

総合的な学習の時間において 
各教科の見方や考え方を使うことで、 
多様な文脈で使えるようになるなど、 
各教科等の見方や考え方が成長し 
各教科等の「深い学び」を実現 

総合的な時間の 
特質に応じて 
育まれる 
探究的な 

見方や考え方 
（イメージ・案） 

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ５ 日 

生活・総合的な学習の時間WG 
資料３－１ 

高
等
学
校 

実社会や実生活の中から問を見いだし、よりよい課題解決と新たな価値の創造に向けて、 
各教科等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用して、 
広範かつ複雑な事象を捉えて考えたり、一つの事象を多様な角度から捉えて考えたり、現実の複雑な文脈
の中で物事を捉えて考えたり、自分自身の在り方生き方と関連づけたりして捉えて考えたりしながら、 
物事の本質を探って見極めようとすること 

中
学
校 

実社会や実生活の中から問を見いだし、よりよい課題解決に向けて、 
各教科等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用して、 
広範な事象を捉えて考えたり、一つの事象を多様な角度から捉えて考えたり、現実の文脈の中で物事を捉
えて考えたり、自分自身の生き方と関連づけたりして捉えて考えたりしながら、 
物事の本質を探って見極めようとすること 

小
学
校 

実社会や実生活の中から問を見いだし、よりよい課題解決に向けて、 
各教科等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用して、 
複数の事象を捉えて考えたり、一つの事象を多様な角度から捉えて考えたり、現実の文脈の中で物事を捉
えて考えたり、自分自身の生き方と関連づけたりして捉えて考えたりしながら、 
物事の本質を探って見極めようとすること 



【小学校】多様な他者と協働し、望ましい集団活動を通して・・・

特別活動のイメージ（たたき台）

【中学校】多様な他者と協働し、望ましい集団活動を通して・・・

◇自己や他者の個性を理解し、自他が安心して生活できるよう積極的にコミュニケーションを図るなど、自主的・実践的によりよい
人間関係を築くことができる。

○学級・学校や地域・社会の問題を見付け、合意形成を図って解決策を決め、自主的・実践的に取り組むことができる。
□自己のよさや個性、置かれている環境を理解し、それを生かしつつ主体的に日常生活を改善することができる。
□情報の収集・整理と、興味・関心、自己の適性の把握などにより、将来を見通して暫定的な自己の生き方を主体的に選択すること
ができる。

【高等学校】多様な他者と協働し、望ましい集団活動を通して・・・

◇他者の価値観や個性を受け入れ、自己も生かしながら、時･場所･場面に応じた適切なコミュニケーションを図ることができる
など、自主的・実践的によりよい人間関係を築くことができる。

○ホームルーム・学校や地域・社会の問題を把握し、合意形成を図り、自己の果たすべき役割を考え、自主的・実践的に責任あ
る行動をとることができる。

□自己の能力や適性、置かれている環境を受け入れて、主体的に日常の生活や自己の在り方を改善することができる。
□多様な情報を収集・整理し、興味・関心、自己の適性の把握などに基づき、将来を見通して主体的に自己の生き方を選択する
ことができる。

◇助け合ったり協力し合ったりして、相手を信頼し支え合い、自主的・実践的によりよい人間関係を築くことができる。
○学級・学校や地域の問題に気付き、解決方法などを話し合って決め、解決のために自己の役割や責任を果たして、自主的・実践的
によりよい生活をつくることができる。

□自己の課題に気付いて生活を改善したり、自己のよさを生かして主体的に活動したりすることができる。

【幼児教育】

（自立心）
・自分の力で行うために思いを巡らし、自分でしなければならないことを自覚して行い、諦めずにやり遂げることで満足感や達成
感を味わいながら、自身を持って行動するようになる。

（協同性）
・友達との関わりを通じて、互いの思いや考えなどを共有し、実現に向けて、工夫したり、協力したりする充実感を味わいながら
やり遂げるようになる。

【資質・能力の視点】
◇人間関係を形成する力
○社会に参画する力
□自己を生かす力

←

生
活
範
囲
や
人
間
関
係
の
多
様
性
の
広
が
り

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ０ 日
教 育 課 程 部 会

特 別 活 動
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料５
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産業教育のイメージ（案） 

【義務教育】 

○ 家庭や個人の生活及び社会の課題の解決に必要な基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等、態度等の
育成。 

  
○ 職業において共通に必要とされる基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等、態度等の育成。 
   

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

高
等
学
校
基
礎
学
力 

テ
ス
ト
（
仮
称
） 

改善の 
ための 
PDCA 
サイクル 

改善の 
ための 
PDCA 
サイクル 

多
様
な
評
価
手
法 

改善の 
ための 
PDCA 
サイクル 

【高等学校】 
（産業教育） 

① 各職業分野に関する知識と技術を習得させるとともに、各職業の社会的意義や役割を理解させる。 
 
② 各職業分野に関する課題（求められる職業能力の高度化、持続可能な社会の構築、グローバル化・少
子高齢化等への対応）を発見し、職業人としての倫理観をもって合理的かつ創造的に解決する能力を
育成する。 

 
③ 職業人として必要な豊かな人間性を育み、より良い社会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や 
 社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を育成する。                       

○ 家庭や個人の生活及び社会の課題の解決に必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力等、態度等の育成。 
  
○ 職業において共通に必要とされる知識・技能、思考力・判断力・表現力等、態度等の育成。 

（共通教科） 

（高等学校専攻科） 

※高等学校若しくはこれに準ずる学校等を卒業した者等に対して、精深な程度において、特別の事項を教授し、その研究を指導することを目的と 
  して設置される課程（修業年限１年以上）。 

※

産
業
・社
会
と
共
有
化 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ２８ 日 
教 育 課 程 部 会 
産 業 教 育 WG 資料６  
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